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論 文 内 容 要 旨
小 麦 農 林61号 は,昭 和19年 に育 成 され,昭 和27年 以 降,最 も広 く作 付 け され て い る。 小 麦 の 育 種
上,こ の よ うな広 域 適 応性 品 種 に つ い て の知 見 を 得 る必 要 が あ .った 。
松 尾(1978)は,適 応 性 を,一 般 適 応性,特 殊適 応 往 お よび 特定 適 応 性 に分 類 した 。 そ して,
・…般適 応 性 とは
.収 量性 と安定 性 が と も に高 い 品種 を い い 、特殊 適 応性 品 種 と は,特 定 の環 境(好
環 境)で の み 多 収 で あ る品 種 をい い,特 定 適 応 性 品 種 とは,特 殊 な 環 境 に対 して,各 種 の 抵 抗性 を
示 し,収 量 の安 定 を もた らす 品 種 を い って い る 。
この 研 究 で は,広 域 適 応 性 品 種 と は,広 い 地 域 に わ た って 作 付 され て い る品種 を い い,狭 域 適 応
性 品 種 とは.あ る狭 い地 域 で のみ 作 付 け され て い る品 種 を い う。
そ して,次 の よ うな作 業 仮 説 を たて た。
1)広 域 適 応 性 品 種 の 環 境 条 件 に対 す る反 応 は,相 対 的 に,不 良な 環 境 条 件 に対 して は 「鈍 」で
あ るが,良 好 な環 境 条 件 に 対 して は 「鋭 敏 」で あ る。
2)環 境 条 件 の中 で,容 易 に人 為 的 制 御 が で き る の は,栽 培 条件 で あ る 。広 域 適 応 性 品 種 と狭 域
適 応性 品種 との 間に,栽 培条 件 に対 す る反 応 に差 異 があ るな らば,育 成地 で その 差 異 を 把 握 で き,
系統 適 応 性 検 定 試 験 な どは不 必要 にな る。
3)広 域 適 応 性 品 種 は.一 般 適 応性 が 高 い だ け で な く.特 定 適 応 性 も高 い 品 種 で あ る 。
こ の 研 究 は、 上記 の 作 業仮 説 を 証 明 す る た め に行 った 。
1.広 域 適 応 性 品 種 の 九 州 地 域 内 各 地 に お け る 反 応(1958～1964年 度)
九 州 地域 内各 地 に おい て,多 数 品種 を供 試 した連 絡試 験 を行 い 、・王 と して,広 域適 応 性 品種 で あ
る農林61号 の 適 応性 を 検 討 した 。
試 験 は,試 験1(1958～1959年 度の2か 年 間,25品 種,9場 所),試 験H(1960～1961
年 度の2か 年 間,15品 種,8場 所),試 験1皿(1963～1964年 度 の2か 年 間,14品 種,9場 所)
に分 け られ る。
試験1.皿,皿 で,各 形質 につ い て,農 林61号 と その 他の 全 品種 の 平 均値 を 第1表 に 示す 。 ま た
試験 皿の 回 帰 分析 に おい て,各 品種 の 平 均 収 量 と回 帰係 数 との 関 係 を 第1図 に 示 す 。
3つ の 試験 の 結果 か ら農 林61号 は.次 の よ うな 特 性の あ る とい い う る。
① 桿 長は 短 い ・ そ して.桿 長 の回帰 分 析 で は.平 均 値 と 回 帰 係 数 は 小 さ い 。 こ の こ と は,環
境 に 対 す る変 動 が小 さい こ と であ る。
② 収 量 は 多 い。 そ して.収 量 の回 帰 分 析 で は,平 均 収 量 の値 と回 帰 係 数 は大 き い。 こ の こ とは ,
環 境 に対 す る 変 動が 穴 きい こ とで あ り,収 量 が 多 くな る環境 に対 す る反応 が 鋭 敏 で あ り ,相 対 的 に,
多 収 にだ る こ とで あ る。
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第1表 各形質についての農林61号 と他の全品種の平均値







































































第1図 収 量 に つ い て の 平 均値 と 回帰 係 数 との 関 係(試 験 皿)
③1穂 粒 数 が 多 い 。
ま た.ダ ンチ コム ギ も 農林61号 の反 応 と ほぼ 同 じで あ る。
収 量 の 回 帰分 析 で.平 均 収 量 の値 と 回帰 係 数 が 大 きい 品 種 は.九 州 地 域 で 広 く作 付 け され て い る
品 種 で あ り,1穂 粒 数 も多 い 。 また.1穂 粒 数 の多 い品 種 は.諸 障害 に抵 抗性 牽 もつ 品種 で あ る と
いえる。
2広 ・狭両域適応 性品種群の種 々の栽培条件 に対す る反応(1963～1964年 度の2か
年間)
広 ・狭両域適応性品繍 恪 群とも5踵)の 各種の栽培条件u〔鯉)耐 する反艇 囎 し福
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す べ て の 形 質 で,広 ・狭 両 域 適 応 性 品種 群間 に は ・ 有 意 差 が 認 め られ ず 、収 量 に つ い て 、各 種 の
適 応性 の 万 法 で検 討 して も,差,異 は 認 め られ な い 。 た だ し,稗 長 に つ い て は.年 次 に対 す る処 理 間
の変 動に 有 意差 が 認 め られ,広 域 適 応性 品 種 群 は そ の 変 動 が小 さい 。
3.広 ・狭両域適応性 品種群 の播種期 に対 す る反応(1965～1967年 度)
広 ・狭 両域 適 応 性品 種 群(各 群 と も3品 種)の 播 種 期(各 年 度 は それ ぞ れ,6,11,12水 準)に
対 す る反 応 を 検 討 した 。 その結 果 の1部 を 第2・3図 に 示 す 。3か 年 間 の 試 験結 果 か ら,小 麦 作 上
の適 期 播 種 で.両 品種 群 と も多 収 を 示 す 。 そ して,そ の と き播 種す る と.広 域 適 応 性 品 種 群 は,狭
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第2函 播種 期 に よ るA・B両 群 の収 量 の 推 移(1966年 度)播 種期'
































第3図 播 種 期 に よ るA・B両 群 の 収 量 の 推 移(1967年 度)
曲 蓑 米 は そ の 播 種 期 で 群 間 に1%水 準 で 有 意 差 の あ る こ と を 示 す 。
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4全 国お よび九州に おける年代別主要品種の播種期に対す る反応(1968～1969年 度
の2か 年間)
試 験1で は,昭 和 初 期.1942年 お よび1967年 に,全 国 で 広 く作 付 け され た 品 種 群(各 群 と も
12品 種)間 で,試 験2で は,1942年 およ び1967年 に,九 州 地 域 で 広 く作 付 け され た 品 種群(各
群 と も12品 種)間 で 、 播 種 期(10月15日 ～1月5日 の5水 準)お よび 施 肥 量(2水 準)に 対 す る反
応を 検 討 した 。 回帰 分 析 を 行 い,各 統 計 量 の 各 品 種 群 の 平 均 値 を 第2表 に示 し,試 験1で の 各 品 種
の平 均 収 量 と回帰 係 数 と の関 係 を 第4図 に 示 す 。 これ らの 試 験 結 果 か ら最 近 の 広 域 適 応性 品 種 群 は.
そ れ 以 前 の広 域 適 応 性 品 種 群 と比 較 して,回 帰 分 析 に お い て,平 均収 量 の 値 と 回帰 係 数 は 大 き い 。
この こ と は,早 播 き とい う良 好 な 環 境 条 件 に対 して 鋭 敏 に 反 応 して,多 収 を 示 す こ とで あ る。 施 肥
量 に 対 す る反 応 で は 、 各 品 種 群 間 に差異 は認 め られ な い 。 ま た,最 近 の 広 域 適応 性 品 種 群 は,そ れ
以 前 の 品 種 群 よ り短桿 で あ るが 、 穂 数 は 同 じで あ る。
第2表 回帰分析における各品種群の平均値
試 験 群別(作 付年代) 平 均 値 回帰係数 回帰か らの偏 差
9/株
1
AZ1群(昭 和 初 期) 7.0 0,851 73,819
AZ2群(1942年) 8.0 1,017 118,106
(全 国)
AZ3群(1967年) 9.4 i.ion 69,990
2 AK1群(1942年) 6.7 o.aio 73,424
1九 州地域) AK2群 〔1967年) 9.5 1,096 86,901
5.わ が国 および外国の多数品種の播種 期に対 する反応(1968～1969年 度の2か 年間)
わが国および外国品種の20群(各 群とも12品種)合 計240品 種を供試 して,播 種期(10月15日 ～
1月5日 の5水 準)に 対す る反応を検討した。回帰分析での各品種の平均収量と回帰係数との関係
を第5図 に示す。各国,各 地域,各 地域農試育成系統および全国年代別主要品種群などの各品種群
は,そ れぞれ一つの範囲に分布 し,各 群内の品種間では播種期に対する反応が類似する。また,全








































































































































第7図 各 群 に お け る品 種 の分 布 範囲(九 州年 代別 主 要 品種 群)
囲 ・は各 群 の 平 均 収 量 と平 均 回帰 係 数 の 交 点 を 示 し,矢 印 は 最近 の品 種 群
の 平 均 収 量 の 値 と 回帰 係 数 が 大 き くな る ことを 示 す 。
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6,育 成 系統 の播種期 に対 する反応(1970偏1971年 度の2か 年間)
小麦 作 上 の 適 期 播 種 で,広 域 適 応 性 品種 群 が,相 対 的 に,多 収 を 示 す こ とを利 用 して,育 成 甲 の
系 統 の 選 抜 を 行 っ た 。 す な わ ち,育 成 中 の 系 統 を 王 に し た32品 種 系 統 の播 種 期(10月15
日～1月5日 の5水 準)お よ び施 肥 量(2水 準)に 対 す る反応 塗 検 討 した。 回帰 分析 を 行 い,そ の
結 果 を 第8図 に 示す 。 育 成 中 の 系 統 の 中 か ら,平 均 収 量 の 値 と 回 帰 係 数 が大 きい3系 統 を 選 抜 し
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第8図 品種系統の平均収量と回帰係数との関係
以 上 の 試 験 か ら,3つ の作 業 仮 説 は いず れ も肯 定 され,次 の結 論 が 得 られ る。
1)多 数品 種 を 供 試 して,主 として,播 種 期 に対 す る反応 を 検 討 した 。 そ して.回 帰 分 析 に お い
て,多 くの 場 合,各 品 種 の平 均 収 量 と 回 帰 係数 との 間 に は,有 意 な 正 の相 関 が 認 め られ る。 すな わ
ち,平 均 収 量 が 多 い 品種 は,回 帰 係 数 が 大 き く,環 境(場 所,播 種 期)に 対 す る変 動 が大 きい 。
2)播 種 期 に対 す る反 応で,ほ と ん どの品 種 は,小 麦 作 上 の 適 期 〔11月 上旬 ～ 甲旬)に 播 種 す る
と,多 収 にな るの で,こ の時 期 は,良 好 な環 境 条 件 とな る 。
3)回 帰 分 析 に お い て 、広 域 適応 性 品種 群 は,平 均 収 量 の 値 と 回 帰 係 数 が 大 き い。 この こと は,
環 境(播 種 期)に 対 す る変 動 が 大 き い こ とを 示 し,早 播 き とい う良 好 な環 境条 件 に対 して,鋭 敏 に
反 応 して,多 収 に な り.不 良 な環 境条 件 に対 して,鈍 に反応 して,あ まり収 量が低下 しない ことを示 す。
場 所 に 対 す る反 応 で も同 じこ とが い え る。 ま た,桿 長 に つい て,広 域 適応 性 品 種 群 は,環 境 に 対 す
る変 動 が 小 さ いよ う で あ る。
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4)広 域 適 応 性 品 種 は.… 般 適 応 性 が 高 い が,環 境 条 件 に ょ って は,環 境 に対 す る変 動 が
大 き い場 合 もあ り うる。
5)以 上 の ことを,実 際 の 育 種 試 験 に適 用 し,広 域 適 応 性 で あ る チ ク シ コム ギを 育成 した 。
6)1穂 粒 数 が多 い 品 種 は,収 量 が 多 く,諸 障 害(病 害,雨 害 な ど1に 対 して,あ る 程 度以 上 の
抵 抗性 を 示 す 。 ま た,九 州 地 域 で は,諸 障 害 が 多 い 。 その ため,広 域 適 応 性 品種 は,一 般適 応性 が
高 い と と も に,特 定 適 応 性 が 高 い とい え る。
7)適 応 性 の評 価 法 と して,変 異 係数,分 散分 析 お よび 回帰 分 析 に よ る万 法 を 検 討 した が,回 帰
分 析 に よ って,平 均 値 と 回帰 係 数 と の 関係 か ら,品 種 を 評 価 す る万 法 が,最 も有 効で あ った 。 また,
回 帰 か らの 偏 差 は,安 定 性 の指 標 と は な らない よ うで あ る。
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審 査 結 果 の 要 旨
著者は,農 林省九州農業試験場においてコムギ育種に従事し,ヒ ヨクコムギ,チ クシコムギ,
アカゼコムギなど新品種の作出に関係 している。本研究はコムギ育種の一基礎研究として行なわ
れたもので,広 域に適応する品種の特性を回帰分析その他の観点か ら解析 したものである。
著者はまず,25品 種 ×9場 所 ×2年,15品 種 ×8場 所 ×2年,14品 種 ×9場 所 ×2年 の九州地
域 コムギ品種連絡試験の結果を解析 し,広 域適応性品種コムギ農林61号 の特性として,① 桿長は
短かく桿長の環境に対する変動が小であること,② 平均収量が高 く,収 量が多くなる環境に対す
る収量の反応が鋭敏であること,③1穂 稔実粒数が多く,こ れは諸障害 に対する抵抗性と関係が
あることを指摘 している。
っいで,著 者はコムギ品種の広域適応性を,栽 培条件に対す る反応により判定できないかどう
かの意図の下に,品 種×栽培条件についての数種の実験 を行なっているα この背景には,コ ムギ
作付の減少,コ ムギ試験よ り撤退する府県の増加などもか らんでいる。その結果,広 域適応性品
種は狭域適応性品種よりも適期播種(九 州の慣行播種期中では早播)と いう良好環境下で特に多
収を示すことを見出している。 さらに播種期に対する収量反応を中心として,全 国および九州に
おける年代別主要品種,内 外品種を夫々比較 している。 さらにまた,コ ムギ作上の適期播種で,
広域適応性品種群が,相 対的に多収を示す ことを利用 して,育 種中の系統の選抜を行ない,.その
中の1系 統は後はチクシコムギと命名登録 され,広 域適応性であると認められるに至っている。
以上の研究は,コ ムギ品種の広域適応性に関して,品 種 ×環境の収量反応を回帰分析その他の
観点に立って解析 し,育 種の基礎 として有用な知見を加えたものセあり,著 者に対 して農学博士
の学士を授与 して然るべきものと認めた。
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